
テーマ

連携企業

指導教員 小沢　道紀 オザワ　ミチノリ

王　乾 オウ　カン 発表者

張　羽 チョウ　ウ
メンバー

高齢者を対象とした給食サービスの現状と課題-日中比較

を中心として

㈱グリーンヘルスケアサービス



        日本フードサービス協会研究助成 研究成果報告書 

 

１．研究の概要 

日本と中国は、これからかつてないほどの高齢化社会になる。日本では、高齢化におい

て中国よりも先に進んでおり、様々な対応がなされている。その中で食に関してみれば、

高齢者に対する給食サービス産業は 30 年ほどの歴史があり、この間のさまざまな蓄積

が、世界の高齢者給食サービスをリードしていると考えられる。これに対して、中国は急

速な高齢化社会が進展しつつあるところであり、高齢者への様々な対応は、まだ進展して

いる途上にある。そこで、本研究では、日本における高齢者への給食サービスについて、

実際の事例を検討し、中国の高齢者への給食サービスへ適応できる可能性について検討

する事とする。 

 

２．研究の目的 

上記の概要を最終の目的としているため、本年度の研究助成において、日本の高齢者給

食サービスを行っている企業へのインタビュー調査を行い、そのサービスの実情を把握

する事とする。最終的には、日本における高齢者給食サービスを中国の高齢者給食サービ

スと比較することで、その解決策を検討する修士論文を作成する。 

 

３．研究の方法 

質的研究 

（文献調査とインタビュー調査） 

４．研究成果 

本年度、株式会社グリーンハウス様に対して、インタビュー調査を 11 月 15 日～11 月

16 日にかけて事業所(A 大学病院、B 特別養護老人ホーム（兼障がい者施設）、C 特別養

護老人ホーム（兼障がい者施設）、D 有料老人ホーム、E 有料老人ホーム）の訪問を行っ

た上で、1、給食生産プロセスを考えた上で施設をデザインしていること 2、多様な調理

方式と食種、施設別のニーズや高齢者の特徴に合わせながら選択可能な食事を提供して

いること。3、現場調理スキルが強み、食以外の付加サービスも重視されること。4、食

材、個人対応、栄養バランス、イベントに工夫していることがわかった。 

以上、日本の高齢者における給食サービスの特徴、生産プロセス、特に施設別の食種の

特徴と給食システムについて、今度の現地見学とインタビューを通じて深めた。 

 

５．資金使途 

インタビュー調査のための交通費および宿泊費 

 






























